第２号様式（第５条関連）
「寛永文化」をテーマにした周遊観光ツアー企画・運営支援事業補助金　事業計画書

事業者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　   
◎【●件目】事業名（予定商品名）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	ツアーの類型
	□ バスツアー □ まちあるきツアー □ フリープラン
※　該当するものに☑を入れること。

	実施スケジュール
	【販売時期】令和　年　　月　　日　　　～　　令和　年　月　　日
【催行時期】令和　年　　月　　日　　　～　　令和　年　月　　日
※　令和８年９月８日（事前着手の場合は８月６日）～令和９年３月７日の期間内で
記載すること。○日まで決まっていない場合は空欄でも問題ない。

	ターゲット層・
集客目標人数
	【ターゲット層】（　　　　　　）
【集客目標】計　　　人　
※　ターゲットや、実現が見込める目標人数を記載すること。

	予定販売価格
	　　　　　　　円　　　～　　　　　　　　　円

	設定テーマ
	□　寛永文化全体　□　茶の湯　□　立花　□　儒学　□　寛永の三筆
□　書　□　絵画　□　陶芸　□　建築物　□　その他（　　　　　　）
□　桃山文化（　　　　　　　　　）　※　複数選択可

	行程詳細
	





※　出発地、立寄予定観光地、移動手段、買い物、食事、宿泊地、帰着地等、予定行程の詳細を記載すること（行程表を別紙で添付してもよい）。

	[bookmark: _Hlk235818620]企画のねらい
	　



　※　上記で選定したテーマに基づき、どんなストーリーで人やスポットをつなぐのか、また、参加者が「寛永文化」の理解を深める工夫を記載すること。

	プロモーション
計画・費用
	【スケジュール】


※　販売期間を一定期間設け、広くPRする計画を記載すること。　
【費用】合計　　　　　　円
□媒体名（　　　　）　　　　　円　□媒体名（　　　　）　　　　　円　

	その他
	




※　観光課題への配慮、補助金終了後の継続販売の見込み、実施体制（別紙でも可）を
記載すること。


１．事業計画書は、事業（ツアー）ごとに作成すること。１事業者当たりの申請は３ツアーを上限とする。
２．採択後に商品化するに当たり、本計画書の「行程詳細」の細部を変更することは差し支えない。
